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ＩＴ活用によって手に入れた中小企業の営業力

　会社プロフィール

所在地：名古屋市中川区乗越町2-41
資本金： 1,800万円

代表取締役： 後藤　敏公
従業員数： 40人

事業内容：合成樹脂成型加工品及び電機部品製造飯米
株式会社みづほ合成工業所は、名古屋市中川区で樹脂成型を営む会社です。そして今回お話を伺ったのは、同社の 5 代目にあたる後藤社長。創業は、後藤社長の父親が朝鮮動乱の後に瑞穂区にあった民家の土間を借りてプラスチックの成型を始めたのが起こりであり、それから現在まで約 50 年間の年月が経っています。当時は後藤社長の父にあたる専務の営業力、次男初代社長の秀吉氏の管理能力、三男の勇氏の技術力。この 3 頭体制で会社はぐんぐん成長していき、オイルショック、バブルという谷も山も経験しました。そして現在の後藤社長の時代に至ります。「蛙の子は蛙なんですよ」と後藤社長は語ります。一度は家業を継がず、医療の仕事を目指しリハビリテーション専門校に席を置いたものの、やはりみづほ合成工業所をつくった父親の「ものづくり」の本能的なマインドは、後藤社長の DNA に刻み込まれていたのです。

(1)  みづほ合成工業所の今後
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後藤社長は今後の事業方針として以下の 3 点を挙げています。

· 型にとらわれないプラスチックの成型

· 設計力

· 中国との差別化
上の 3 つに共通するのは「アイディアから加工、デリバリーまで一貫したものづくり」ということです。

みづほ合成工業所ではプラスチック業界ではいち早く CAD を取り入れ、設計に取り組み始めました。自社で設計を行い、最後まで自社の技術で締めくくります。これが型にとらわれないプラスチックの成型であり、設計力であり、中国との差別化なのです。
(2)  自前でＩＴ化 

みづほ合成工業所では、今から 18 年前の 1986 年に現在の MS-EXCEL の原型と言えるマルチプランという DOS の表計算ソフトを使い、財務管理と d-BASE というデータベースを用いて取引の記録を導入しました。その後社内のパソコンは LAN で つないで情報の共有化を進めたのですが、ケーブルを買って来ることから全て自力で行ないました。今では表計算ソフトで財務管理をすることも、データベースで取引の記録を残すことも、社内のパソコンを LAN 接続することも当然のように思われていますが、当時としては画期的だったと言えるでしょう。

その後ソフトのバージョンも次々と最新のものに切り替え、パソコンの台数も増やしていったのですが、それらのパソコンは自作だったというから驚きです。その後近年では当然社員は全員アカウントを持ち、出退勤の連絡はメールで行い、社内のデータを携帯から見ることもできるそうです。

後藤社長は今後、IT に関して以下のことを実行してゆきたいと話しています。

· 新工場への光回線の導入

· バーコードでの在庫管理

· ネット上でオリジナル商品をオーダーメード

この 3 点は順番を追っており、自社商品を開発してネット上で販売することが最終目標です。そのためには新工場設立によりキャパシティーを拡大し、精度の高い在庫管理も必要となってくるでしょう。「以前では中小企業が営業力を持つことは難しかったです。しかし IT 化がそれを可能にしたのではないのでしょうか。」と後藤社長は話します。IT 化は攻めの手段。自前で LAN 回線を引き、パソコンを組み立てる。蛙の子である後藤社長は、このマインドで IT 化を進め、みづほ合成工業所を変えてゆくのでしょう。
（文： 株式会社エヌシーネットワーク　飯山 隼人）
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【関連サイト URL】

浪速鉄工株式会社： http://www.nc-net.or.jp/emidas/gaiyou.php?59252
株式会社エヌシーネットワーク： http://www.nc-net.or.jp/
